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コロナ禍からの脱却、新時代の幕開けです 

校長 廣瀬 雄髙 

 

 新１年生２０７人、新２年生１６９人、新３年生１８６人、合計５６２人の生徒と３５人の教職

員で令和５年度の幕張本郷中学校がスタートしました。 

 今、世の中は、コロナ禍からの脱却に向け、新型コロナウィルスの実態が少しずつ分かってき

て、感染拡大防止の対策も緩和されてきています。マスクの着用も必ず着用するということではな

くなりました。早く、コロナ禍の前のように、感染を恐れず、思い切った活動ができるようになれ

ばいいなと思います。 

学校生活は４月６日の始業式、７日の入学式から数週間余り経過しました。教室では、年度初め

の様々な役員決めや掲示物の作成など和気あいあいと話し合いや作業が進められ、特に新入生は新

しい環境で、担任や友達と緊張感の中、初々しく学級作りが行われています。今までとは違う生活

様式を模索しつつ、新たな取り組みをしていくためには、みんなで同じ方向に進む目標が必要で

す。そこで、あえて原点回帰をして、創立当初から、大切にしている言葉、「校訓」というものを

しっかりと解釈し努力目標として掲げていきたいと思います。 

 

「自律・創造・協学」になぞらえて、 

1つ目は、自律：「思いやりの心を持ち、規律ある生活を送ること」です。 

2つ目は、創造：「様々なことに進んで挑戦し、学ぶ努力を続けること」です。 

3つ目は、協学：「友達と仲良く、誰とでも素直に挨拶ができること」です。 

3つの校訓が「絵に描いた餅」にならないように、一人一人が自覚して、幕張本郷中学校の一員と

して、共通の目標に向かって頑張っていきましょう。 

 

「規律ある生活をすること・学ぶ努力を続けること・素直な挨拶がで

きること」これからも言い続けます。常に意識をして、学校生活を進

めていきましょう。 

 

 

 

 

 

校
報 かがやき 

千葉市立幕張本郷中学校 令和５年度 

 第１号  令和５年 ４月１４日（金） 

アリーナ前の桜 



学校教育目標 ： 文武両道 質実剛健 

校    訓 ： 自立 創造 協学  

            目指す学校像 ： 生徒一人一人が輝く学校  

【着任式・始業式】 

 ４月６日（木） ２年生１６９名、３年生１８６名で令和５年度着任式・始業式を迎えることができました。

今年度は、在校生全員そろって、アリーナでの始業式を行うことができました。前年度末、多くの先生方とお

別れし、お互いに新たな気持ちで頑張ろう！という雰囲気で終えた３月から、あっという間に新学期となり、

希望にあふれる生徒のみなさんの様子が印象的です。 

 新たな先生方をお迎えし、令和５年度も無事にスタートしました。改めて、今年度もたくさんの「出会い」

とともに、幕張本郷中を盛り上げていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入学式】 

 ４月７日（金） 令和５年度入学式が行われました。今年度は２０７名を新たな幕張本郷中生徒として迎え

ました。改めて、新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。職員一同、新たな始まりを、心よりお祝い

申し上げます。 

 入学式当日は、緊張しながらも初々しい姿で入場する新入生のみなさんの姿を見て、大変心が温かくなりま

した。また、下駄箱では、元気よく「おはようございます！」と挨拶することができており、大変うれしく思

いました。これから、ともに幕張本郷中学校で充実した日々を過ごしていきましょう。 

 

 

 

 

生命の安全教育月間について 

千葉市は、子どもたちが性暴力の加害者や被害者、傍観者にならないための教育や啓発の充実を進めていま

す。今後、毎年４月を「生命の安全教育月間」として、子どもたちに生命の尊さや素晴らしさ、自分や相手を尊重し大

事にすること、一人一人が大切な存在であること等を伝えていきます。    

※参考：文部科学省ＨＰ「生命（いのち）の安全教育について～保護者の皆さんへ～」 

https://www.mext.go.jp/content/20210805-mxt_kyousei02-000014005_2.pdf 

《学校ホームページ 随時更新中！ぜひご覧ください！》 

 

 

２・３年生一緒に 

アリーナへ 

着任職員紹介 

https://www.mext.go.jp/content/20210805-mxt_kyousei02-000014005_2.pdf

